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♪静岡県マンドリンフェスティバルを成功させよう！

　静岡県内には社会人マンドリン演奏団体が１０余りありますが、一堂に会して演奏を披露する静岡県
マンドリンフェスティバルには現在下記の６団体が参加しています。
　県東部地区：三島マンドリーノ・ドルチェ
　県中部地区：静岡マンドリン愛好会、草薙マンドリンアンサンブル、島田マンドリンアンサンブル
　県西部地区：浜松マンドリンオーケストラ、天竜ビバ・マンドリーノ

　本フェスティバルは平成２年のスタートから隔年開催を経て、今回第１５回を迎えることとなりました（詳
細後記）。５月の本番開催を前に、県内６団体からの有志７０名による合同演奏練習が始まりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　練習風景

　今回ご紹介するのは本フェスティバル開催のため、各団体の代表として選出された実行委員の方々で
す。いずれもフェスティバル開催に関する企画、運営のご経験をお持ちのベテランメンバーです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野澤さん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　最初にご紹介するのは前回２０１６年アクトシティ浜松にて開催された第１４回静岡県マンドリンフェス
ティバルの実行委員長を務められた野澤講一さん（６７歳・浜松市天竜区）です。
　地域の各種団体職員を務めるかたわら、大学時代にマンドリンクラブに在籍した経験を活かし、１６年
前旧天竜市のマンドリン愛好者を中心に「天竜ビバ・マンドリーノ」を結成しました。地域の合唱団やハー
モニカ倶楽部にも在籍しながら、マンドリン音楽の普及にも熱心に取り組んでおられます。
　野澤さんが健康のために心がけていることは、好きなお酒は昼間は飲まない、夜更かしはするが朝はす
きなだけ寝ている、ランニングやウォーキングはしないがプールでの水泳は続ける等々です。とにかくマイペ
ースで過ごすこと、好きな音楽と関わっていることが一番の健康法のようです。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東さん

　次にご紹介するのは東功一さん（６７歳,磐田市）です。
　現在所属している「浜松マンドリンオーケストラ」とは４０年来の付き合いとなりますが、６年前に小編成
の「磐田マンドリンアンサンブル」を結成しました。地域の高齢者施設への慰問演奏などでマンドリンアン
サンブルの活躍の場を広げています。
　東さんも大学時代にマンドリンクラブに所属してギター、マンドリン、マンドロンチェロ等の楽器を経験し、
社会人になられても引き続きマンドリン合奏を楽しんでこられました。
　その他の趣味としては地元の同級生とフォークバンドを組み、地域の音楽祭や各種イベントにてライブ
出演しています。中高時代の吹奏楽経験からフルートを担当することも。
　健康面で気をつけていることはかかりつけ医の教えを守ることと、できるだけ外に出て家庭菜園を楽しむ
ことです。週末には元気な孫４人の顔を見ることをとても楽しみにしているとのことです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辻さん

　次にご紹介するのは「島田マンドリンアンサンブル」で２０年間在籍している辻和巳さん（７１歳,牧之原
市）です。
　大学マンドリンクラブ時代はマンドリン一筋でしたが、現在は二回り大型のマンドロンチェロを担当してい
ます（写真）。マンドリン合奏の多彩な演奏表現の面白さを大切にし、ステージと観客との一体化を目
指しつつ自身の音楽活動の喜びを持ち続けていきたいと語ってくれました。
　その他の趣味はスケッチ、デザイン、写真、グラウンドゴルフ、手品等々幅広くお持ちです。
　健康面では週２回の体育教室、自宅でのヨガ、グラウンドゴルフ大会への参加などですが、とにかくよく
話し、聞き、笑い、食べ飲むことだそうです。
　現在、公の役職をいくつか受けておられ多忙な毎日ですが、時間をやり繰りし、趣味の活動を充実さ
せるとともに、奥様との旅行も継続していきたいとのことです。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　望月さん

　最後にご紹介するのは１４年前に創部の「三島マンドリーノ・ドルチェ」メンバーの一人、望月義夫さん
（６９歳,三島市）です。
　高校時代からギター教室に通った経験から大学ではギターアンサンブルをやるつもりがどうしたことかマン
ドリンクラブに入ってしまったのがマンドリン音楽に触れるきっかけでした。社会人になってからは長い間マン
ドリンからは遠ざかっていましたが、友人から立ち上げたばかりの社会人マンドリン演奏団体に誘われ、再
びマンドリン合奏のギターパートとして演奏を楽しむこととなりました。
　他の趣味としてはサッカー応援や旅行、バイク等幅広く楽しみましたが、今ではマンドリン演奏活動に絞
っておられます。
　健康面では朝のラジオ体操や横断歩道旗振りへの参加、週１回程度のプールとジム通い等です。こう
したことから地域でも同年代の仲間ができ、地域健康クラブボランティアを始められました。住みやすい地
域作りのために益々活動を活発化させたいとのことでした。

♪　♪　♪

　以上４名のベテラン実行委員の方々をご紹介しましたが、共通するのはマンドリン合奏を通じて音楽を
楽しむ、老若男女の音楽仲間との交流を楽しむことです。またこうした楽しみを続けるために健康にも気
を配りつつ趣味の充実を図ることを心掛けています。
　静岡県内のマンドリン音楽仲間との交流が大きく広がる「静岡県マンドリンフェスティバル」は２年に一
度の絶好の機会になります。ベテラン実行委員の方々に寄せる期待は益々膨らみます。

♪第１５回静岡県マンドリンフェスティバル
日時：平成３０年５月１３日（日）１３：００開場　１３：３０開演　
会場：静岡県コンベンションアーツセンター・グランシップ・中ホール　入場料：５００円
※静岡県内で活動する社会人マンドリン演奏団体６組が参加し、各団趣向の演奏が繰り広げられま
す。ポルトガルギターとマンドリンのデュオ「マリオネット」がゲスト出演します。
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